
レベルⅠ研修１０月（R７）

氏原看護師長より

安全な看護の提供と優先順位

天筒山登山

多重課題には「予期できること」と
「予期できないこと」があり、行動
計画をたて、メンバーと共有するこ
とを学びました。
困りごとが発生した時点で、先輩
看護師に相談することや、その時に
はＳＢＡＲを意識した報告を行うこと
も学び、ＳＢＡＲでの報告の演習を
行いました。すぐにはできないので、
OJTで身に着けてもらいます。
看護師の困りごとは患者さんに影
響することを理解し、報連相の重要
性を再認識出来ました。

研修目的：
複数の患者に対して安全な看護を提供
するために必要な能力を養う
研修目標：
１．必要に応じた報告・連絡・相談が
分かる

２．安全に配慮した優先順位の判断に
ついて理解する

実践現場で「どうしよ
う・・・」と思うこと
がある。そんなときは
どうしたらいいの？

どんな時に「困った」のか、
そのときの予定表はどうなって
いたかを話し合い、改善策を
出し合いました。

講義聴講の様子

先輩看護師は
・話しかけやすい雰囲気
・話を最後まで聞き、答えを
与えすぎない
の２点に気を付けながら、新
人看護師と関わるようにして
います。
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